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（格付：S&P、フィッチ/ムーディーズ）

※外貨建て長期債の格付を使用しています。 （年/月）

B-/B3

BBB-/Baa3

BBB+/Baa1

BB/Ba2

B+/B1

今回の格下げを受け、同国では歳出削減や増税など財政健全化への更なる圧力がかかることが見込まれ、

2016年度の予算をめぐる議会の運営状況など同国の財政や経済の動向から目が離せない状況です。

今回の格下げは昨日9日のブラジル市場の引け後に発表されており、本日以降市場は短期的に不安定な動き

になりやすいとみられます。今回の投機的水準への格下げによって市場ではブラジルの各種債券などの資産売

却が起こる可能性があり、投資適格の格付を付与している他の大手格付会社（ムーディーズ・インべスターズ・

サービス、フィッチ・レーティングス）の動向も注視する必要があります。
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 大手格付会社S&Pは、ブラジル国債（外貨建て長期債）の格付を「BBB-」から「BB+」に引き下げました。同

国は景気悪化とインフレ率の高止まりに政局の不安定化も加わり、市場では格下げが懸念されていました。

 今回の投機的水準への格下げにより、市場ではブラジルの各種債券などの資産売却が起こる可能性があ

り、投資適格の格付を付与している他の大手格付会社の動向を注視する必要があります。

2015年9月10日作成

150910情報ブラジル格下げ-1 

商 号 等 / ＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号
加入協会/一般社団法人投資信託協会

一般社団法人日本投資顧問業協会

※上記は、将来の市場動向を示唆・保証するものではありません。※巻末のご注意事項等を必ずご確認ください。

今回のポイント

（出所：上下グラフともBloombergのデータをもとにＤＩＡＭ作成）

ブラジル国債の格付、S&PがBB+に引き下げ

格下げの内容

今後の市場見通し

主要格付会社によるブラジル国債の格付
9月9日に大手格付会社S&Pが、ブラジルの外

貨建て長期債の格付を「BBB-」から「BB+」に1段

階引き下げました。市場では以前から格下げへ

の警戒感がありましたが、タイミングは想定よりも

早いものとなりました。なお、S&Pは「ブラジルが直

面している政治的困難は強まり続けており、財政

状況の一段の悪化により追加格下げの可能性も

ある」と言及、格付見通し（アウトルック）は「ネガ

ティブ」としています。

同国では、構造改革やインフラ投資の遅れ、

労働コストの上昇など国際競争力の低下が影響し、

2015年第2四半期のGDP（国内総生産）成長率は

前期比-1.9％と2期連続してマイナスとなっていま

す。一方で、7月のインフレ率は前年比で+9.5％

台となるなど、景気悪化とインフレ率の高止まりに

苦しむ状況が続いています。また、汚職疑惑の捜

査が進む中、2期目となるルセフ大統領の支持率

も低下するなど政局の不安定化も懸念されていま

す。

ブラジルは7月下旬に、対GDP（国内総生産）

比の基礎的財政収支の目標を、2015年は1.1％

の黒字から0.15％の黒字へ、2016年は2.0％の

黒字から0.7％の黒字へそれぞれ引き下げまし

たが、8月末には政府高官より2016年の黒字目

標は達成できないとのコメントがありました。

（2000年1月1日～2015年9月9日）

債券
価格

下落

上昇

※金利は4年国債利回り（2012/10/2以前は3年国債利回り）を使用しています

金利の推移

（2012年9月7日～2015年9月9日）
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